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お許しをいただきましたので、先の行政報告において被害の概要について報告させ

ていただいた台風２１号と平成３０年北海道胆振東部地震に伴う被害状況等につい

て、その後判明いたしました被害及び現時点における被害額について、ご報告をさせ

ていただきます。 

 

（台風２１号による被害状況について） 

はじめに、台風２１号による被害状況についてでありますが、農業被害については

新たな被害はありませんでしたが、牛舎及び格納庫でそれぞれ１棟、ビニールハウス

で２棟が強風により損壊し、全体で４棟、金額にして１７９万２千円の被害となりま

した。 

次に、公共施設の被害状況について、新たに集団研修施設こまはた敷地内の倒木が

判明しました。 

公共施設の被害額といたしましては、町道糠内古舞線外３４路線４５箇所の倒木除

去に１０７万１千円、その他公共施設の倒木除去に１２６万９千円、また、パークゴ

ルフ場の掲示板及び公園の園名板の一部破損や、幕別小学校の防風ネットの倒壊、ま

なびや中里の体育館外壁の破損などで１０４万９千円、合せて３３８万９千円の被害

額となり、農業被害を含めた台風２１号による被害の総額は、５１８万１千円となっ

たところであります。 

 

（平成３０年北海道胆振東部地震の影響に伴う被害状況等について） 

次に、平成３０年北海道胆振東部地震の影響に伴う被害状況等についてであります。 

９月６日に発生した平成３０年北海道胆振東部地震では、強い揺れの影響で斜面崩

壊や家屋の倒壊が発生し、厚真町などで多くの尊い命が奪われたほか、震源地に近い

苫東厚真火力発電所が地震直後から発電が停止となったことなどから、道内全域にお

いて大規模な停電が発生し、その後も電力が不足する状態が続き、再びの停電を回避

するため、電力事業者から節電を要請されるなど、本町にも大きな影響を及ぼしたと
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ころであります。 

このため、本町では、９月１０日からホームページや防災メール、公区内回覧で節

電を呼びかけるとともに、公共施設の減灯や空調の停止、街路灯や公園内の照明の間

引きなど節電に努めてきたところであります。 

次に、この停電による現時点で取りまとめました被害の状況について、申し上げま

す。 

はじめに、農業被害でありますが、町内の生乳出荷酪農家１５戸において、生乳の

受入先となる乳業工場の操業が停止したため、生乳３２トンが廃棄となり、被害額で

はおよそ３２０万円に及ぶとの報告を受けているところでありますが、今後において

も乳房炎やストレスの発生等による生乳の減産などの影響が懸念されるところであ

ります。 

次に、商工業における被害状況についてであります。 

停電の影響に伴い、宿泊施設の利用予約のキャンセルなどの被害が生じており、宿

泊業においてはキャンセル数２,７１９人で、被害額は２,１９４万３千円、さらに町

内２箇所のゴルフ場でのキャンセル数が６６９人で、被害額は５０４万円、その他商

工業では電源喪失に伴う食材の廃棄や受注製品のキャンセルなど１,０５６万３千円

の被害となり、合わせて３,７５４万６千円の被害額となりました。 

次に、公共施設における被害状況等についてでありますが、公共下水道札内中継ポ

ンプ場の自家発電機の停止につきましては、停電が誘因となり直流電源盤のブレーカ

ーが故障したことが判明し、この部品交換に要する３０万円のほか、発電機の借上や

臨時点検に、合わせて３３８万２千円を要しました。 

また、簡易水道施設では、非常用発電機の燃料代や臨時点検などに、合計で１１５

万５千円、学校施設においては、停電復旧後の防犯カメラの不具合や職員用パソコン

のサーバの故障で８９万２千円、保健福祉センターにおいては、デイサービスの給湯

循環ポンプなどの修繕で５２万７千円の費用を要しております。 

この他、町内の医療機関に保管しております、各種予防接種のワクチン１２３人分
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が停電により保冷ができず、６３万８千円分が廃棄処分となったほか、町内５７公園

の照明灯、２６６灯のタイマー設定の復旧作業に２０万円、南勢牧場の給水ポンプ及

び依田公園浄化槽の発電機借上に要した費用が１７万６千円、その他、幕別ダムにお

ける緊急時操作点検や発電機の燃料費などを含め、停電に伴う公共施設における応急

処置と復旧等に要する費用の合計は、７５３万５千円となっております。 

これら農業、商工業の被害額と公共施設における費用を被害額といたしますと、地

震に伴う停電による被害額全体では４,８２８万１千円となったところであります。 

この度の台風による強風被害や停電に伴う公共施設に関する復旧作業につきまし

ては、既定予算の中で早急に対応を進めているところでありますが、今後、既定予算

に不足が見込まれる経費につきましては、今回、補正予算として提案をさせていただ

いております。 

次に、平成３０年北海道胆振東部地震に伴う支援についてでありますが、９月１５

日から５日間、被災した厚真町へ４名の職員を派遣し、罹災証明の発行や物資の受付、

被災者からの問い合わせ対応など被災地の復興支援を行ってきたところであります。 

また、日本赤十字社北海道支部幕別町分区では、９月１２日から平成３０年北海道

胆振東部地震災害義援金箱を本庁舎、支所等各窓口に設置したところであり、今後に

おいても北海道や関係市町村と連携し、必要な復興支援を行ってまいりたいと考えて

おります。 

 

以上、台風に伴う強風被害と停電による町内の主な被害についてのご報告とさせて

いただきます。 


